
平成25年10月1日発行　第43号（毎月1日発行）

製造業部会特集

静岡の
オンリーワン技術

東京からこんにちは 河合正弘さん
味な店 和食処 文次亭

平成26年度静岡市行政施策への要望
10/5～14　駿府秋のわくわく祭
わが社自慢の商品・サービス

いまに活きる戦国の遺訓
ケンペルが伝えた富士山
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産業・情報プラザをご活用ください！ 研修室等を貸し出しています。
お気軽にお問い合わせください。

３
F

静岡市清水産業・情報プラザ

・完全個室型  ・・空調（冷暖房）個別対応  ・・インターネットＬＡＮ回線（無料）  ・・３６５日、２４時間使用可能
【入居期間】 最長３年間　【入居中の費用】 室料、電気料、駐車場料
【入居条件】・創業５年以内  ・・ＩＴを活用した事業  ・・新分野への進出

社内研修や講演会等にご利用
いただけます。また、貸し出し
可能なパソコンもご用意して
おり、インターネットを使用する研修会も開催できます。

指定管理者：静岡商工会議所
※第3日曜日・祝祭日・年末年始は休館日です。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6番17号　TEL054-355-5400　FAX054-352-7817　E-mail：info@siip.jp　URL：http://www.siip.jp/

会議室1
少人数での打ち合わせや、会議にご利用いただけます。

研修室1・2

創業者育成室の入居者募集中

会議室2
少人数での打ち合わせや、研修会の講師控室等にご利用いただけます。

◎入居審査会（書類・面接）があります。

◎公共施設ですので、営利目的や公の秩序等を害する使用はできません。◎利用希望日の7日前までに申込み手続きが必要です。

■各部屋料金

研修室1・2（50名定員）

研修室2（20名定員）

研修室1（30名定員）

7,500円

3,000円

4,500円

9：00→12：00

17,500円

7,000円

10,500円

9：00→17：00

25,000円

10,000円

15,000円

9：00→21：00

10,000円

4,000円

6,000円

13：00→17：00

17,500円

7,000円

10,500円

13：00→21：00

7,500円

3,000円

会議室2（ 8名定員）

会議室1（15名定員）

600円

3,000円

1,400円

7,000円

2,000円

10,000円

800円

4,000円

1,400円

7,000円

600円

3,000円

4,500円

18：00→21：00

■設備（特殊機器）使用料
・パソコン1台（1時間）100円
・ビデオプロジェクター（1時間）
　研修室1：1,000円
　研修室2： 500円

▲会議室1

６・７
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インターネットの閲覧のほか、ワード、エクセルなども
ご利用いただけます。

インターネット体験コーナー
お手持ちのノートパソコン等をインターネットに無料で
接続できます。

無線LAN体験コーナー２
F



　

戦
国
時
代
は
、そ
れ
ま
で
の
日
本
に

連
綿
と
し
て
存
在
し
て
き
た
権
威
が

破
壊
さ
れ
、新
し
い
も
の
に
入
れ
替
わ
っ

た
激
変
の
時
代
で
し
た
。下
克
上
の
大

波
の
中
で
、乱
世
を
実
力
で
乗
り
切

り
、自
分
の
領
地
を
完
全
に
支
配
し
て
、

少
し
で
も
弱
い
相
手
を
斬
り
従
え
て
勢

力
を
拡
張
す
る
新
し
い
リ
ー
ダ
ー「
戦

国
大
名
」が
登
場
し
ま
す
。

　

新
し
い
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、新
し
い
能

力（
器
量
）を
持
っ
て
台
頭
し
ま
す
。大

久
保
彦
左
衛
門
は『
三
河
物
語
』の
中

で
、将
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
次
の

三
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。一
、武
辺
。戦

闘
に
強
く
、的
確
な
状
況
判
断
を
も
っ

て
勝
つ
、ま
た
負
け
戦
を
回
避
す
る
器

量
。二
、直
属
の
部
下
、ま
た
は
指
揮
下

に
入
っ
て
く
る
友
軍
に
対
し
て
深
く
情

け
を
か
け
る
器
量
。三
、領
民
、百
姓
、

さ
ら
に
敵
方
に
対
し
て
も
深
い
慈
悲
の

心
を
持
つ
器
量
。

　

こ
の
三
つ
の
要
素
は
、松
平
家（
徳
川

家
）で
は「
三
引
き
付
け
」と
呼
ば
れ
、

　

戦
国
大
名
と
い
う
新
し
い
リ
ー
ダ
ー

た
ち
は
、自
ら
生
き
抜
く
た
め
に
も
、自

ら
の
出
処
進
退
を
明
ら
か
に
し
て
、部

下
の
武
士
た
ち
と
領
民
全
体
の
厚
い
信

頼
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
で
し
た
。

　

戦
国
を
生
き
抜
い
た
彼
等
は
領
国

経
営
の
指
針
と
し
て
儒
教
を
読
み
、自

ら
の
経
験
と
信
念
を「
家
訓
」と
し
て

子
孫
に
伝
え
ま
し
た
。実
践
の
経
験
と

儒
教
の
考
え
方
に
よ
っ
て
出
来
た
こ
の

時
代
の
理
念
は
、平
和
な
江
戸
時
代
に

そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
、あ
る
と
き
は

「
武
士
道
」と
名
前
を
か
え
、農
工
商
の

指
導
者
た
ち
の
勤
勉
、社
会
貢
献
、質

素
倹
約
を
大
切
に
す
る
と
云
う
家
訓

と
し
て
も
生
き
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
精
神
は
、近
代
に
入
っ
て

か
ら
の
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
、企
業
経

営
者
の
理
念
に
繋
が
り
、日
本
の
近
代

の
発
展
の
精
神
的
基
礎
を
形
成
し
て

いっ
た
と
、私
は
考
え
て
い
ま
す
。

家
康
公
の
曽
祖
父
、松
平
信
忠
公
が

子
孫
に
対
し
て
、こ
の
三
つ
の
う
ち
一

つ
で
も
欠
け
て
は「
御
家
は
立
つ
ま
じ

き
」と
書
き
残
し
た
徳
川
家
の
家
訓

で
す
。現
代
の
会
社
経
営
に
引
き
直

せ
ば
、優
れ
た
経
営
判
断
能
力
、社

員
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
深
い
情
け

の
心
、社
会
に
対
す
る
思
い
切
っ
た
貢

献
、が
な
け
れ
ば
会
社
は
永
続
で
き

な
い
と
言
って
い
る
わ
け
で
す
。

　

朝
倉
家
の
家
訓
に
は「
も
し
領
国

の
行
政
を
司
って
い
る
役
人
が
ど
ん
な

に
些
少
で
あ
っ
て
も
私
利
私
欲
の
た

め
に
動
い
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

ら
、固
く
罪
に
申
し
つ
け
る
」と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

北
条
家
の
家
訓
に
は「
お
城
勤
め

を
さ
せ
る
と
ボ
ー
ッ
と
牛
み
た
い
だ
っ

た
者
が
、戦
に
出
る
と
驚
く
ほ
ど
大

胆
に
戦
う
。だ
か
ら
平
時
に
、こ
の
者

は
役
に
立
た
な
い
う
つ
け
者
よ
と
見

限
る
こ
と
は
、大
将
と
し
て
は
浅
ま

し
い
狭
い
心
で
あ
る
」と
あ
り
ま
す
。

駿府静岡
　と
　　私

【第19回】

戦
連
綿

破
壊

た
激

波
の

り
、自

少
し

力
を

国
大新

力（久保
で
、将

三
点

闘
に

て
勝

量
。

に
入

け
を

さ
ら

心
をこ

家
）

岡崎城は、家康公の祖父・松平清康公が奪取し、改修拡張整備。家康公は岡崎城で誕生。（写真提供：岡崎市）



写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

ベ
ト
ナ
ム
投
資
セ
ミ
ナ
ー

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交

関
係
樹
立
40
周
年
を
記
念

し
開
催
さ
れ
、県
内
企
業

担
当
者
約
１
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。投
資
環
境

や
労
働
事
情
を
駐
日
ベ
ト

ナ
ム
大
使
館
職
員
が
説
明
、

県
内
か
ら
同
国
へ
進
出
し

て
い
る
企
業
か
ら
の
事
例

発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

・労働事情を説明する駐日ベトナム大使館職員
8/2

8/29

販
路
開
拓
を
求
め
る
会
員

事
業
所
を
対
象
に
、県
内

の
百
貨
店
・ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
バ
イ
ヤ
ー
と
直
接
商

談
が
で
き
る「
個
別
商
談

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。27

社
が
参
加
し
、自
社
商
品

の
特
徴
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る

71
件
の
商
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

・バイヤーを前に積極的に商談を行う参加事業所

個
別
商
談
会

中
部
横
断
自
動
車
道

経
済
懇
談
会
総
会

9/3

中
部
横
断
自
動
車
道
沿
線

の
長
野
・
山
梨
・
静
岡
３
県

か
ら
約
１
６
０
名
が
長
野

県
佐
久
市
の
佐
久
大
学
に

参
集
し
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。基
本
計
画
区
間
で

あ
る
八
千
穂
・
長
坂
間
の
整

備
計
画
区
間
へ
の
早
期
格

上
げ
を
図
る
等
の
議
案
を

承
認
し
ま
し
た
。

・長野県佐久市の佐久大学にて開催した総会

静
岡
伝
統
芸
能
振
興
会

納
涼
会

8/24

清
水
エ
ス
パ
ル
ス

応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

静
岡
の
伝
統
芸
能（
清
水

芸
妓
）を
支
援
す
る
当
会
で

は
、清
水
区
内
の
料
亭
に
お

い
て
、当
会
会
員
を
対
象
に

納
涼
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
勢
50
名
が
集
ま
り
、お
料

理
を
堪
能
し
な
が
ら
芸
妓

の
踊
り
を
鑑
賞
し
、和
や
か

に
去
り
ゆ
く
夏
の
夜
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

・踊りを披露する新人芸妓

第
２
回
部
会
開
催

11
月
の
当
商
工
会
議
所
議

員
改
選
に
伴
う
２
号
議
員

の
選
任
や
、正
副
部
会
長

の
選
任
な
ど
に
つ
い
て
各

部
会
で
審
議
し
ま
し
た
。

来
期
11
月
か
ら
製
造
業
部

会
に
編
入
さ
れ
る
木
漆
部

会
は
、今
回
製
造
業
部
会

と
合
同
で
部
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

・最初に開催した情報文化部会では２４名が出席

会
員
事
業
所
及
び
共
済
加

入
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

し
て
、清
水
エ
ス
パ
ル
ス
応

援
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。39
名
の
参
加
者
と
エ

コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
対
浦

和
レ
ッ
ズ
戦
を
観
戦
し
、帰

り
の
車
中
で
は
お
楽
し
み

抽
選
会
も
行
う
な
ど
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

・オレンジサポーターが一丸となって応援しました。

8/29
～9/5

9/5
・10



※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成25年10月1日発行 第43号（毎月1日発行）

徳川家康公にちなんだ商品ご紹介
㈲うおかね、花の舞酒造㈱静岡支店、しづはた焼窯元秋果陶房、
㈱田丸屋本店、三和酒造㈱、㈱戸田書店

富士山にちなんだ商品ご紹介
お米のみうら（㈲三浦商店）、㈲トクナガコーヒー、㈲藤浪木工所、
㈲鳥居製缶、静パック㈲、㈲カクタスデザイン

静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

徳川みらい学会第３回講演会開催

平成26年度 静岡市行政施策への要望

特集：製造業部会
静岡のオンリーワン技術
㈱今泉鋳造鉄工所、エコン㈱、㈱カナック、国光オブラート㈱、
三明電子産業㈱、袖山技研工業㈱、中央精工㈱、日本アキュムレータ㈱、
㈱松岡カッター製作所、明陽電機㈱

いまに活きる戦国の遺訓

写真で見る静岡商工会議所の動き

東京からこんにちは
アジア開発銀行研究所
所長　河合正弘さん

しごとなでしこ
桑原仁見さん
静岡の未来
伊藤由香さん

しずおか味な店
和食処 文次亭

わが社自慢の商品・サービス
小鹿商店会、肉のいちの、フレッシュヤオシュウ（㈲八百周青
果）、リビング羽田、㈲オシカ商店、牧野クリーニング、堂ヶ島アク
ーユ三四郎（㈱三四郎）、常木教材㈱、雅正庵 千代田本店（㈱
小柳津清一商店）、浦田宝扇堂版画舗、佐野印刷㈱、CLAP ～
HAIR CREATION～、清水港振興㈱、㈱るるキャリア、和匠館
鷹ヶ峰（㈱静岡巧芸）、魚がしコン実行委員会（㈱結婚情報セン
ター）、青葉社会保険労務士事務所、柳亭楽輔（落語家）

2013駿府秋のわくわく祭
開催案内（10/5～14）

★税務相談会（静）

★事業承継＆相続セミナー（静）

★第１回七間町St.ファッションショー（静岡東宝会館）

　

★法律相談会（静）　★融資相談会（静）

★清水WFEスタンプラリー（清）

★許認可・著作権相談会（静）

★発明・特許相談会（静）　★芸妓の踊り鑑賞会（浮月楼）

★法律相談会（静）　★常議員会・臨時議員総会（静）

★税務相談会（静）

★第199回珠算・暗算段位認定試験

▶セミナー・イベント情報満載のメールマガジン発信中
　申込み http://www.shizuoka-cci.or.jp

★司法書士相談会（静）　★融資相談会（清）　★健康相談（静）
★労務相談会（清）

★創業・起業相談会（静）　★夜間税務相談会（清）
★芸妓の踊り鑑賞会（三笑亭本店）

★第24回 日・タイ友好長政まつり（静岡浅間通り商店街）
★秋の感謝祭（清水銀座商店街）

★静岡経営塾公開講座「経営者に必要なプレゼンテーション術」（清）
★常議員会（静）　★第２回みてたバル（～10/11 御幸町・伝馬町・鷹匠界隈）

★静岡経営塾公開講座「経営者講話」（清）
★静流ビジネスマンの産業観光＆体験ツアー2013（～10/4 静岡市内）

★マル経資金説明相談会（静・清）　★第82回産学官交流講演会（清）
★奉行フォーラム（ホテルアソシア静岡）　★第41回販売士２級検定試験

★知的財産セミナー（清）　★芸妓の踊り鑑賞会（千年成）
★清水WFE幼稚園児作成ランプシェード「灯り道」（清水港線跡自歩道）
★女性のための創業支援セミナー（清）
★2013駿府秋のわくわく祭（～10/14 静岡市内商店街・大型店）

★マーケティング＆営業力強化セミナー（静）
★若手社員研修（シグマカレッジ）
★マル経資金説明相談会（静・清）　★ＩＴ・情報化相談会（静・清）　★創業・起業相談会（清）
★徳川みらい学会第4回講演会（マリナート）　★芸妓の踊り鑑賞会（滴翠庵翠峰）

★創業・起業相談会（静）
★第15回環境社会eco検定試験申込受付（～11/1）

★マル経資金説明相談会（静・清）　★ＩＴ・情報化相談会（清）
★法律相談会（清）

★芸妓の踊り鑑賞会（大花）　★清水WFE「灯り道」（清水港線跡自歩道） 
★ハロウィンちびっ子フェア（草薙商店会）　★おまちdeハロウィン（～10/31 中央商店街連合会まち研）

★女性のための創業支援セミナー（清）　★芸妓の踊り鑑賞会（求友亭）　★七間町青空市（七間町名店街） 
★清水エスパルスVSサガン鳥栖（アイスタ）　★はぴままハロウィン2（小梳神社＆呉服町通り）
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小鹿商店会は、静岡済生会総合病院の交差点から大谷川放水路までの小鹿通り周
辺の商店で組織。10月12日（土）15時～17時には「第４回小鹿商店会秋祭り」を静
岡信用金庫小鹿支店横の三菱電機倉庫前で開催。また、商店会の１９店舗では、お
客様へのサービスとして「バンビスタンプ」を発行。http://www2.wbs.ne.jp/~ichino
表紙出演は、小鹿屋菓子舗・岡本郁夫さん、惣菜文香・市野文隆さん、しんこう電
気・野村明宏さん、リビング羽田・羽田達安さん、牧野クリーニング店・牧野浩之さん、
寝具ランドスズキ・鈴木和彦さん、ワインショップハギワラ・萩原秀典さん、小林豆腐
店・小林盛邦さん。バンビスタンプと商店街加盟５店を19 ページでご紹介。
９月５日写真撮影：Photo Studio Peace　杉山雅彦さん　http://pspeace.net

表紙／小鹿商店会の皆様
お　しか

東京大学史料編纂所  教授  松井洋子氏

富士山と静岡の人々

ケンペルが伝えた富士山

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催
※清水WFEは清水都心ウォーターフロントイベント

商工会議所
セミナー・イベント カレンダー

月



経歴
1957年、東京都生まれ。東
京大学大学院人文科学研
究科国史学専門課程修
了。東京大学史料編纂所
助手、助教授を経て2008
年より現職。専門は近世の
日蘭関係史。近著に『ケン
ペルとシーボルト-「鎖国」日
本を語った異国人たち』（日
本史リブレット62 山川出版
社 2010年）がある。

富
士
山
と

静
岡
の
人
々

オ
ラ
ン
ダ
・
カ
ピ
タ
ン
一
行
の
江
戸
参
府

　

海
外
と
の
通
交
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
江

戸
時
代
に
、ヨ
ー
ロッ
パ
の
中
で
オ
ラ
ン
ダ
の
船
だ

け
が
長
崎
で
日
本
と
の
貿
易
を
続
け
て
い
た
。
貿

易
を
許
さ
れ
て
い
る
お
礼
と
し
て
、
出
島
の
商
館

長
（
カ
ピ
タ
ン
）
は
毎
年
江
戸
の
将
軍
の
と
こ
ろ
へ

拝
礼
に
行
き
、
献
上
品
を
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
長
崎
か
ら
は
陸
路
で
、
小
倉
か
ら
瀬
戸
内

海
を
船
で
大
坂
近
辺
ま
で
行
き
、
京
都
を
経
て

東
海
道
を
江
戸
ま
で
、
往
復
三
か
月
以
上
の
長

旅
で
あ
る
。
国
同
士
の
関
係
を
結
ん
で
い
る
朝
鮮

や
琉
球
と
は
異
な
り
、
民
間
の
商
人
が
通
商
に
来

て
い
る
と
い
う
扱
い
な
の
で
、
江
戸
参
府
も
オ
ラ
ン

ダ
側
の
費
用
負
担
で
、
行
列
も
地
味
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
に
と
って
は
、

実
際
に
日
本
の
国
土
や
日
本
人
の
生
活
ぶ
り
を
見

る
ま
た
と
な
い
機
会
だ
っ
た
。エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ

ン
ペ
ル（
１
６
５
１‐

１
７
１
６
）
も
、一
六
九
一
年
と

九
二
年
に
江
戸
参
府
の
旅
を
し
て
い
る
。

旅
で
養
っ
た
観
察
眼

　

ケ
ン
ペ
ル
は
今
の
ド
イ
ツ
北
部
、レ
ム
ゴ
ー
で
生
ま

れ
た
。
十
七
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
地
域
は
、三
十
年

戦
争
に
よ
っ
て
深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
た
。
そ
ん

な
故
郷
を
飛
び
出
し
た
ケ
ン
ペ
ル
は
、
各
地
を
遍
歴

し
て
学
び
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
ペ
ル
シ
ャへ
の
使
節
の

一
員
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
を
経
て
カ
ス
ピ
海
を
渡
り
イ

ス
フ
ァハ
ン
ま
で
旅
を
し
、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
の
医
師
と
な
っ
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
ガ
ム
ロ
ン
、

イ
ン
ド
を
経
て
バ
タ
フ
ィ
ア
（
今
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
に

着
い
た
。
そ
の
後
、
出
島
商
館
付
の
医
師
と
し
て
一

ケ
ン
ペ
ル
が
伝
え
た
富
士
山

松
井 

洋
子 

氏

東
京
大
学
史
料
編
纂
所  

教
授

ケンペル『日本誌』第22図：オランダ使節の行列。①②オランダ人と日本人のための賄方と運ばれていく炊事道具。③各藩主
が差向けた二人の案内者。④行列の宰領。⑤オランダ使節用の換え馬。⑥同心。⑦薬箱。⑧勘定箪笥。⑨使節の乗物。四
人で交替してかつぐ。ほかに徒歩で行く三人の従者。⑩駕籠に乗っている大通詞。⑪一人の従者を伴った馬上の小通詞。⑫
長崎与力。⑬⑭従者をつれた二人の書記役。⑮医師ケンペル。⑯小通詞。⑰もう一人の長崎与力。⑱付添検使の換え馬。
⑲検使の槍持ち。⑳乗物で行く付添検使。三人が交替でかつぐ。かたわらに一人の従者。㉑検使と別れを惜しむ数人の友人。
㉒数人の長崎の友人。彼らは数里の間われわれについてきた。先頭には馬で行く数人の書記役。
本図の上・側方には日傘、弓、旗などの日本の行列の飾り物を掲げた。（斎藤信訳『江戸参府旅行日記』より）



六
九
〇
年
九
月
か
ら
一
六
九
二
年
一
〇
月
ま
で
の

二
年
間
、
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
陸

路
・
海
路
で
の
長
い
旅
の
間
、
彼
は
あ
く
な
き
知

識
欲
で
行
く
先
々
の
自
然
や
人
々
の
暮
ら
し
に
注

目
し
、
観
察
記
録
や
ス
ケ
ッ
チ
を
残
し
て
い
る
。

　

彼
の
死
後
に
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
た
『
日
本

誌
』
は
最
初
の
総
合
的
な
日
本
研
究
書
と
言
え

る
が
、
旅
で
養
わ
れ
た
、
様
々
な
土
地
を
あ
り
の

ま
ま
に
見
、
比
較
す
る
観
察
眼
は
、
王
権
の
性

格
、
宗
教
や
民
衆
の
あ
り
方
な
ど
、
日
本
に
つ
い

て
の
記
述
に
も
生
き
て
い
る
。
中
で
も
日
本
の
対

外
関
係
を
、
国
を
閉
ざ
し
て
平
和
を
維
持
し
て

い
る
と
評
価
し
た
論
文
が
、
後
に
蘭
学
者
志
筑

忠
雄
に
よ
っ
て
「
鎖
国
論
」
と
訳
さ
れ
「
鎖
国
」

の
語
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ケ
ン
ペ
ル
の
見
た
富
士
山
と
静
岡

　
『
日
本
誌
』の
第
五
巻
十
一
章
は
浜
松
か
ら
江

戸
へ
の
旅
の
日
記
に
な
っ
て
い
る
。一
六
九
一
年
三

月
一
〇
日
は
、
江
尻
を
日
の
出
前
に
出
て
、
薩
埵

峠
を
越
え
、
富
士
川
を
渡
って
吉
原
で
昼
食
、
沼

津
で
暗
く
な
り
闇
の
中
を
三
島
ま
で
、
富
士
山

に
一
番
近
い
と
こ
ろ
を
通
る
一
日
だ
っ
た
。「
テ
ネ

リ
フ
ァ
の
よ
う
に
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
高
さ
が

あ
り
、
周
囲
の
山
々
は
富
士
山
に
比
べ
る
と
、
た

だ
低
い
丘
の
よ
う
に
見
え
る
。」（
斎
藤
信
訳
『
江

戸
参
府
旅
行
日
記
』
平
凡
社
一
九
九
七
年
）
と

の
記
述
と
と
も
に
、
挿
絵
の
道
中
地
図
の
中
に
も
、

ひ
と
き
わ
高
く
そ
び
え
る
富
士
山
の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
高
さ
に
感
心
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
彼
は

ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る
こ
の
山
を
地
図
作
成
の
基

準
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
草
も
木
も
な
く
一
年
中
雪

が
あ
る
と
の
観
察
と
と
も
に
、
登
山
者
の
報
告
に

基
づ
き
山
頂
の
様
子
を
伝
え
、
信
仰
の
対
象
と
い

う
面
に
も
注
目
し
て
い
る
。テ
ネ
リ
フ
ァ
と
は
、
帰

途
に
見
た
の
で
あ
ろ
う
カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
テ
ネ
リ

フ
ェ
島
の
こ
と
で
、
そ
こ
に
あ
る
テ
イ
デ
山
は
高
さ

三
七
一
八ｍ
、
な
だ
ら
か
な
裾
野
は
確
か
に
似
て
い

る
。
世
界
を
旅
し
た
ケ
ン
ペ
ル
な
ら
で
は
の
比
較
と

言
え
よ
う
。
そ
の
彼
も
「
世
界
一
美
し
い
山
」、「
日

本
の
詩
人
や
画
家
が
こ
の
山
の
美
し
さ
を
い
く
ら
ほ

め
た
た
え
、
う
ま
く
描
い
て
も
、
そ
れ
で
十
分
と
い

う
こ
と
は
な
い
」
と
富
士
を
愛
で
る
日
本
人
の
心
情

に
共
感
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
富
士
山
と
と
も
に
、

大
井
川
、
藤
枝
川
、
安
倍
川
、
富
士
川
と
い
く
つ
も

の
川
を
渡
り
、
箱
根
の
山
越
え
に
終
わ
る
駿
河
国

は
、
江
戸
参
府
の
旅
の
中
で
も
印
象
深
く
、ケ
ン
ペ

ル
だ
け
で
な
く
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
、シ
ー
ボ
ル
ト
な
ど
の

著
作
に
も
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
『
日
本
誌
』
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

り
、
啓
蒙
思
想
家
た
ち
の
日
本
観
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
富
士
山
や
静
岡
に
関
す
る
記
述
も
、

既
に
十
八
世
紀
後
半
に
は
思
っ
た
よ
り
多
く
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
目
に
触
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ケンペル『日本誌』第29図：浜松から江戸までの旅行地図。
上の図が遠江～駿河、下の図が伊豆～相模～武蔵の地
図。駿河国の北東には高くそびえる富士の山が描かれ、駿
河府中は碁盤目状の城下町として、三保松原は島として描
かれている。駿河国の地名として、宇津ノ谷、丸子、安倍川、
曲金、古庄、吉田、追分、江尻、興津、由比、蒲原などが記さ
れている。

オロタバ渓谷からテイデ山を望む。テイデ（ピコ・デル・テイデ）は、北アフリカ大西洋沖のカナリア諸島のテネリフェ島
にあるスペイン領内最高峰の火山で標高3718ｍ。テイデ山とその周辺は国立公園で、2007年にユネスコ世界遺
産に登録。テネリフェ島は1496年にスペインのカスティーリャ王国に征服され、アメリカ大陸へ横断するための中継
地として発展。この頃に建築された王宮、教会、修道院、貴族の邸宅などがラグーナやオロタバの街に残っている。
（写真提供：Turismo de Tenerife）



　

鋳
物
は
、
溶
解
し
た
金
属
を
砂
製
の
鋳
型
に
流
し
込
ん
で
凝
固

さ
せ
る
鋳
造
法
に
よ
って
作
る
製
品
。溶
接
や
鍛
造
に
比
べ
て
複
雑

な
形
状
品
を
低
コ
ス
ト
で
量
産
で
き
る
の
が
特
徴
。ま
た
、
鋳
型
に

中
子
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
複
雑
な
形
状
の
中
空
部
分
が
あ
っ
て

も
自
在
に
造
形
で
き
る
た
め
、
鋳
造
で
し
か
作
れ
な
い
部
品
が
数

多
く
存
在
し
ま
す
。

　

今
泉
鋳
造
鉄
工
所
は
、
静
岡
県
工
業
技
術
研
究
所
と
共
同
で

材
量
の
選
定
や
配
合
具
合
、
鋳
造
技
術
の
見
直
し
を
行
い
、
耐
水

脆
性
が
あ
り
、
伸
び
率（
延
性
）や
強
度
に
優
れ
た「
タ
グ
タ
イ
ル
鋳

鉄
」の
開
発
に
成
功
。冷
凍
機
部
品
、成
形
機
部
品
、住
宅
接
合
金

物
、
建
設
接
合
部
品
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。２
０
０
７
年
、
鋳
造

と
機
械
加
工
分
野
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
取
得
。

耐
水
脆
性
、高
延
性
、

高
強
度
タ
グ
タ
イ
ル
鋳
鉄

㈱
今
泉
鋳
造
鉄
工
所

㈱今泉鋳造鉄工所 （静岡市駿河区北丸子1-8-10）
代表取締役　今泉秀樹
創業1924年。資本金1000万円。
銑鉄鋳物、非鉄鋳物の鋳造及び機械加工
☎054-259-1331　http://www.imaizumichuzou.co.jp

製造業部会特集

成形機部品

建設接合部品

冷凍機部品

住宅接合金物

　静岡市の製造業は、３つの流れのなかで発展してきました。ひとつは、今川・徳川
時代からの伝統技術を受け継ぎ発展してきた製茶、家具、サンダル、プラスチックモ
デルなどの地場産業。もうひとつは、清水港を活用した産業として発展してきた缶詰
などの食料品製造製造業、製材・合板業、造船業。さらに太平洋戦争時に開設された
軍需工場が戦後、民生品の製造に転換し、発展してきました。
　平成22年の工業統計調査によると、静岡市で製造品等出荷額等が多い業種
は、①電気機械器具６２２９億円、②食料品21４４億円、③非鉄金属１１９５億円、
④輸送用機械器具９４２億円、⑤金属製品９２５億円、⑥化学工業915億円、⑦は
ん用機械器具８３６億円、⑧飲料・たばこ・飼料６３６億円、⑨生産用機械器具６０２
億円、⑩プラスチック製品４６５億円など。機械金属関連業種では、平成21年の
リーマンショックで出荷額が減少したものの、22年は持ち直した業種が多く、一
方、食料品関連業種では、21年よりも22年の出荷額が減少しています。
　静岡に開発・製造拠点を維持しながら、アジア市場に展開する大手日系メーカー
などに機械や部品やサービスを供給するため、営業拠点や製造拠点をアジアに設け
る企業も増えており、世界に通用する本物の技術・ものづくりが求められています。
　そこで、今回の製造業部会特集では、一昨年に引き続き、「静岡のオンリーワン技
術」をテーマに、優れた技術を開発している静岡市の企業10社を紹介します。



　
パ
ワ
ー
ト
ロ
ン
は
、
ス
イ
ッ
チ
素
子
に
サ
イ
リ
ス
タ
（
S
C
R
）

を
使
用
し
た
位
相
制
御
型
ソ
フ
ト
ス
タ
ー
タ
で
す
。
誘
導
電
動
機

へ
の
入
力
電
圧
を
連
続
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
器
の
特
性
に

合
わ
せ
て
回
転
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
に
上
げ
て
い
く
理
想
的
な
始

動
が
で
き
ま
す
。

　

機
器
に
衝
撃
な
く
始
動
し
て
機
械
的
な
消
耗
を
軽
減
す
る
、

電
源
が
発
電
機
の
場
合
は
発
電
機
の
容
量
を
低
減
で
き
る
、
電

圧
降
下
を
抑
制
で
き
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
・

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
低
減
で
き
ま
す
。

　

採
用
実
績
は
、
各
種
ポ
ン
プ
・
圧
縮
機
等
広
範
に
わ
た
り
ま

す
が
、
特
に
船
舶
用
の
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
（
船
を
横
に
動
か
す
た

め
の
動
力
装
置
）
に
お
い
て
多
数
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

誘
導
電
動
機
の
ソ
フ
ト
ス
タ
ー
タ

エ
コ
ン
㈱

エコン ㈱ （静岡市清水区中之郷3-5-6）
取締役社長　鳥居秀成
創業1985年。資本金3600万円。
パワートロン始動器の設計・製造・販売
☎054-347-1274　http://www.econ-pt.co.jp

　

日
本
の
製
造
業
を
支
え
る
多
種
多
様
な
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
金

型
の
表
面
に
、
独
自
に
開
発
し
た
窒
化
処
理
「
カ
ナ
ッ
ク
処
理
」

を
加
え
、
そ
の
製
品
寿
命
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
、
製
造
現
場

に
お
け
る
コ
ス
ト
削
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト

金
型
は
、「
カ
ナ
ッ
ク
処
理
」
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
寿
命
を
従

来
の
２
〜
３
倍
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
海
外
の
お
客
様
の

生
産
設
備
近
く
に
加
工
拠
点
を
設
け
て
複
数
回
処
理
を
行
う
こ

と
で
、
さ
ら
に
寿
命
を
延
ば
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
部
品
や
画
像
認
識
用
部
品
を
は
ん
だ
付
け
す
る

際
の
、
鉛
フ
リ
ー
は
ん
だ
（
鉛
が
混
合
さ
れ
て
無
い
は
ん
だ
）
に

よ
る
装
置
部
品
の
浸
食
を
遅
延
さ
せ
る
サ
ー
フ
処
理
で
は
、カ
ナ
ッ

ク
の
技
術
が
業
界
の
90
％
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

独
自
の
表
面
処
理
技
術
で

製
品
寿
命
を
向
上

㈱
カ
ナ
ッ
ク

国光オブラート㈱ （静岡市葵区柳町58）
代表取締役社長　柴主徳彦
創業1927年。資本金1000万円。
オブラート、プラスチック容器、包装資材の製造販売
☎054-207-7330　http://www.kokkooblate.co.jp

　

オ
ブ
ラ
ー
ト
は
、
薬
を
飲
み
や
す
く
す
る
た
め
に
日
本
で
独
自

に
開
発
し
た
も
の
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
澱
粉
を
消
化

吸
収
し
や
す
い
状
態
に
し
た
も
の
で
す
。
水
に
つ
け
る
と
、
表
面

が
ツ
ル
ツ
ル
し
て
ト
ロ
ミ
が
つ
き
、
薬
を
ゲ
ル
状
に
包
む
の
で
、
水

だ
け
で
飲
む
と
き
よ
り
飲
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ゼ
リ
ー
菓
子
な
ど
食
品
の
包
装
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
包
ん

だ
食
品
と
いっ
し
ょ
に
食
べ
ら
れ
る
の
で
捨
て
る
必
要
が
な
く
、
環

境
に
や
さ
し
い
包
材
で
す
。

　

薬
用
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
は
、
丸
型
、
角
型
、
袋
型
、
カ
ッ
プ
型
が

あ
り
ま
す
。
丸
型
の
特
大
オ
ブ
ラ
ー
ト
は
袋
型
よ
り
も
割
安
な
反

面
、
薬
が
包
み
に
く
い
た
め
、
当
社
で
は
薬
用
補
助
具
を
開
発
し
、

丸
型
オ
ブ
ラ
ー
ト
１
個
に
１
つ
ず
つ
付
け
て
い
ま
す
。

オ
ブ
ラ
ー
ト
は

環
境
に
や
さ
し
い
包
材

国
光
オ
ブ
ラ
ー
ト
㈱

交流電源の各半周期における電圧の導通角θをサイリスタ(SCR)
で制御することにより、誘導電動機への入力電圧を連続制御して
いきます。

ニューカナック処理 無処理

薬用補助具 丸型の特大オブラート

アルミホイール製品16,000ショット時 ヒートチェック比較
（鋳造方法：ＰＦ法）

パワートロンの制御原理

㈱カナック （静岡市葵区沓谷6-13-5）
代表取締役　中西康弘
創業1988年。資本金1000万円。
各種金型・治工具・鋼材の表面処理
☎054-267-6411　http://www.kanuc.jp

導通角θ＝0°

交流電源の電圧

導通角θ＝30° 導通角θ＝90° 導通角θ＝180°



　

当
社
は
電
機
品
の
設
計
・
製
造
を
事
業
内
容
と
す
る
企
業
で

す
が
、そ
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、全
自
動
イ
カ
釣
装
置
の
開
発
・

製
造
を
行
な
って
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
現
在
、世
界
ト
ッ
プ
シェ

ア
を
占
め
る
に
至
り
、
近
年
の
好
調
な
海
外
需
要
を
含
め
て
年
間

２
，０
０
０
台
程
度
を
生
産
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
装
置
は
、
漁

船
の
船
側
に
最
大
６４
台
ま
で
設
置
さ
れ
ま
す
。Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
ー
を
駆
動
源
と
す
る
、
巻
上
げ
ド
ラ
ム
と
い
う
リ
ー
ル
か
ら
海

底
に
降
ろ
さ
れ
た
糸
に
付
け
ら
れ
た
擬
似
針
を
シ
ャ
ク
リ
と
呼
ぶ

動
作
と
と
も
に
巻
上
げ
る
と
い
う
仕
組
み
の
も
の
で
す
。
マ
イ
コ
ン

制
御
さ
れ
た
こ
の
装
置
は
、
船
上
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
を
備

え
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
集
中
管
理
が
で
き
、
操
作
す
る
漁
師
さ
ん
の
漁

法
ノ
ウ
ハ
ウ
を
細
か
く
設
定
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
労
の
省
力
化
に
寄
与
す
る

全
自
動
イ
カ
釣
り
装
置

三
明
電
子
産
業
㈱

三明電子産業 ㈱ （静岡市清水区清開２-２-１）
代表取締役社長　久保田和俊
創業1970年。資本金1200万円。
電気機械器具製造業
☎054-335-5588　http://www.sanmei-ele.co.jp/

袖山技研工業㈱ （静岡市葵区北沼上709-5）
代表取締役社長　袖山健兒
創業1979年。資本金1800万円。
精密機械、産業用機械、ＩＴ関連機器等の製造販売
☎054-262-8524　http://www.wbs.ne.jp/bt/sodeyama

　

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
依
頼
で
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
や
サ
イ
ド
ミ

ラ
ー
の
端
面
を
研
磨
す
る
機
械
を
開
発
し
た
事
を
機
に
、
こ
の
研

磨
技
術
を
応
用
し
て
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
用
硝
子
の
端
面
研
磨
装
置
の
製
造
に
参
入
。

　

昨
今
、
携
帯
電
話
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ンへ
と
シ
フ
ト
さ
れ
る
中
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
部
が
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
な
る
事
で
セ
ン
サ
が
入
っ
た
硝

子
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
為
、
硝
子
強
度
の
必
要
性
が
更
に
求
め

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
強
度
を
出
す
為
に
は
端
面
の
高
精
度
加
工

が
不
可
欠
で
あ
り
、
同
社
の
数
値
制
御
に
よ
る
高
精
度
異
形
状

硝
子
端
面
加
工
装
置
が
国
内
・
海
外
で
拡
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
新
機
種
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
や
Ｐ
Ｃ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
サ
イ
ズ

の
量
産
化
を
実
現
し
、
世
界
ト
ッ
プ
シェア
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の

端
面
・
穴
加
工
を
高
精
度
に
加
工

袖
山
技
研
工
業
㈱

中央精工㈱ （静岡市清水区船越東町263）
取締役社長　中村克海
創業1948年。資本金3000万円。
電力メータ軸受・高精度加工部品・I-N-R-O®・駿府葵堂®の製造・販売
☎054-353-5351　http://chuo-seiko.com

　

人
工
衛
星
や
航
空
機
に
使
わ
れ
る
高
精
度
部
品
を
つ
く
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
応
用
し
、
世
界
で
最
も
安
心
で
き
る
純
チ
タ
ン
製
ニ
ト
ロ

ケ
ー
ス
「
Ｉ‐

Ｎ‐

Ｒ‐

Ｏ（
イ
ン
ロ
ー
）」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

心
疾
患
を
も
つ
方
が
、
心
臓
発
作
が
始
ま
っ
た
際
に
舌
の
下
で

溶
か
し
て
症
状
を
抑
制
す
る
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
錠
。

　

中
央
精
工
株
式
会
社
は
、
ニ
ト
ロ
錠
を
常
備
す
る
方
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
徹
底
的
に
研
究
し
、
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
と
加
工
技
術

に
よ
って
美
し
さ
と
機
能
性
を
両
立
。
24
時
間
着
用
し
て
も
気
に

な
ら
な
い
設
計
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、
が
ん
に
続
い
て
年
々
増
加
す

る
心
疾
患
死
（
約
20
万
人
／
年
）
の
予
防
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

純
チ
タ
ン
製
ニ
ト
ロ
ケ
ー
ス

「
I-

N-

R-

O
」

中
央
精
工
㈱

製造業部会特集

イカ釣り漁操業風景

硝子端面・穴加工精密ＣＮＣ加工装置
Honesty SG FOUR-15CCD

純チタン製ニトロケース「I-N-R-O（インロー）」。新型。本体重量約6g、
防水（JIS 7等級）、本体＆チェーン共に純チタン。

SN-H型イカ釣り装置



　

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
は
日
本
語
で
「
蓄
圧
器
」
と
言
い
、
電
気
で

言
う
「
充
電
式
バッ
テ
リ
ー
」
と
似
た
働
き
を
し
ま
す
。
液
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
液
体
の
圧
力
）
を
ア
キ
ュム
レ
ー
タ
に
蓄
え
て
お
き
、

必
要
に
応
じ
て
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
ま
す
。

　

ア
キ
ュム
レ
ー
タ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
油
圧
ポ
ン
プ
と
電
動
機

の
小
型
化
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
転
が
可
能
と
な
り
、
省
エ

ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
圧
力
の
保
持
、
圧
力
脈
動
の
吸
収
、

衝
撃
圧
力
の
緩
衝
な
ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
種
産
業

機
械
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の「
上
部
簡
単
保
守
形
ア
キ
ュム
レ
ー
タ
」は
、ア
キ
ュム
レ
ー

タ
を
装
置
に
取
り
付
け
た
ま
ま
、
上
部
開
口
部
か
ら
ブ
ラ
ダ
交
換

が
で
き
、
産
業
機
械
の
分
野
に
お
い
て
、
国
内
シ
ェ
ア
60
％
近
く

を
占
め
て
い
ま
す
。

上
部
簡
単
保
守
形
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

日
本
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
㈱

日本アキュムレータ㈱ （静岡市清水区西久保415）
代表取締役社長　杉村宣行
創業1955年。資本金6000万円。
アキュムレータ、安全弁・ストップ弁などの製造販売
☎054-367-1230　http://www.nacol.co.jp

 ㈱松岡カッター製作所 （静岡市葵区古庄2-18-46）
代表取締役社長　松岡克彦
創業1935年。資本金1000万円。
木工用切削工具、その他の切削工具等の製造販売
☎054-261-1877　http://matsuoka-cutter.jp

　

ド
イ
ツ
製
ハ
イ
ス
鋼
刃
物
を
日
本
の
加
工
用
に
改
良
し
た
こ
と

に
始
ま
る
当
社
の
刃
物
づ
く
り
は
、
家
具
を
は
じ
め
と
す
る
静
岡

の
地
場
産
業
に
育
ま
れ
、
切
削
工
具
一
筋
に
技
術
を
蓄
積
し
、

国
内
外
で
高
い
評
価
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
技
術
に
他
業
界
の
メ
ー
カ
ー
も
注
目
。
専
用
刃
物
の
開
発

依
頼
が
持
ち
こ
ま
れ
た
結
果
、
同
社
の
切
削
工
具
は
現
在
、
木

材
加
工
分
野
だ
け
で
な
く
、
食
品
、
金
属
、
樹
脂
、
炭
素
繊
維

な
ど
様
々
な
加
工
分
野
に
対
応
し
、
４
０
０
０
種
類
に
及
ん
で
い

ま
す
。設
計
か
ら
製
品
化
ま
で
社
内
一
貫
生
産
を
実
現
し
、小
ロッ

ト
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
製
品
か
ら
量
産
品
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
オ
ー
ダ
ー

に
高
品
質
・
短
納
期
で
対
応
。
お
客
様
に
と
って
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

企
業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
加
工
分
野
に
対
応
す
る

切
削
工
具

㈱
松
岡
カ
ッ
タ
ー
製
作
所

明陽電機㈱ （静岡市清水区七ツ新屋485）
代表取締役社長　杉野泰子
創業1936年。資本金4500万円。
温度センサ、圧力センサなど計測・制御機器の製造販売
☎054-345-2211　http://www.meiyoelc.co.jp

　

船
舶
機
関
計
測
用
温
度
セ
ン
サ
と
圧
力
セ
ン
サ
を
国
内
外
か
ら

受
注
し
設
計
か
ら
製
造
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
防
衛
省

指
定
メ
ー
カ
ー
に
選
定
さ
れ
、
高
度
な
技
術
と
徹
底
し
た
品
質
管

理
の
も
と
、
同
社
の
各
種
セ
ン
サ
は
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、Ｌ
Ｎ

Ｇ
船
、Ｌ
Ｐ
Ｇ
船
、
オ
イ
ル
タ
ン
カ
ー
、
バ
ラ
積
み
貨
物
船
、
豪
華

客
船
な
ど
に
多
数
の
採
用
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

温
度
セ
ン
サ
「
白
金
測
温
抵
抗
体
」
の
高
温
用
は
船
舶
の
主

機
関
の
排
気
・
蒸
気
温
度
な
ど
の
測
定
と
監
視
に
使
用
、
超
低

温
用
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
カ
ー
ゴ
タ
ン
ク
周
辺
の
測
定
と
監
視
に
使
用
し

ま
す
。
同
社
は
７
０
０
度
の
高
温
領
域
や
氷
点
下
１
６
５
度
の
極

低
温
領
域
で
使
用
で
き
る
温
度
セ
ン
サ
を
独
自
で
開
発
し
、
船
舶

用
セ
ン
サ
で
世
界
一
の
シェア
を
誇
って
い
ま
す
。

船
舶
用
セ
ン
サ
で
世
界
一
の
シ
ェ
ア

明
陽
電
機
㈱

白金測温抵抗体

アキュムレータの構造



後
藤
会
頭
が
田
辺
市
長
へ

行
政
要
望
書
を
提
出

　

静
岡
商
工
会
議
所
は
、平
成
26
年
度

の
静
岡
市
行
政
施
策
へ
の
要
望
30
項
目

を
と
り
ま
と
め
、８
月
28
日
に
ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
開
催
し
た

「
行
政
連
絡
会
」で
、後
藤
康
雄
会
頭
が

田
辺
信
宏
静
岡
市
長
に
要
望
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
次
の
通
り
。な
お
、

要
望
書
の
全
文
は
、静
岡
商
工
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

１
．中
部
横
断
自
動
車
道
の
早
期
実
現

２
．「
清
水
港
ビ
ジ
ョ
ン
」の
具
体
化

３
．基
幹
道
路
等
の
整
備
と

交
通
渋
滞・混
雑
の
緩
和
促
進

〈
静
清
バ
イ
パ
ス
早
期
４
車
線
化
と
清
水

区
横
砂
〜
八
坂
の
早
期
立
体
化
整
備
〉

〈
静
岡
大
谷
地
区
下
大
谷
線
道
路
の
早

期
整
備
〉

〈
清
水
日
の
出
町
押
切
線
道
路
の
早
期

整
備
〉

〈
清
水
増
地
区
の
現
道
と
の
取
付
道
路
の

早
期
整
備
〉

〈
奥
大
井
地
区
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設

工
事
用
道
路
の
活
用
〉

４
．大
谷・小
鹿
地
区
の
東
名
新
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ・ア
ク
セ
ス
道
路
の
早
期
着
工
及

び
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

推
進
新
規

⑴
静
岡
市
大
谷・小
鹿
地
区
へ
の
新
イ
ン

タ
ー
チ
ェン
ジ
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
を
早
期
に
着
工
す
る
こ
と

⑵「
大
谷・小
鹿
地
区
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」の
実
現
化
へ
の
取
り

組
み
、お
よ
び「
農
産
物
を
活
用
し
た

循
環
型
６
次
産
業
の
創
出
」を
推
進

す
る
こ
と

５
．東
静
岡
駅
周
辺
整
備
の
促
進
新
規

６
．Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
南
口
駅
前
広
場
の
拡
張

７
．Ｌ
Ｒ
Ｔ（
軽
量
軌
道
交
通
）等
の

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
検
討
協
議
会
等
で
、導
入

に
係
る
課
題
を
検
討
し
、方
向
性
を
早

期
に
見
極
め
る
こ
と

８
．Ｊ
Ｒ
清
水
駅
第
２
自
由
通
路
等
の

早
期
着
工

⑴
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
み
な
と
口（
東
口
）地
区

と
江
尻
口（
西
口
）地
区
を
結
ぶ
第
２

自
由
通
路
に
つ
い
て
、地
元
関
係
者
と

の
調
整
を
行
い
、早
期
に
着
工
す
る
こ

と
⑵
清
水
駅
み
な
と
口（
東
口
）か
ら
河
岸

の
市
を
結
ぶ
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に

つ
い
て
、県
と
の
協
議
を
行
い
、早
期
に

着
工
す
る
こ
と

９
．行
政
権
限
の
強
化

　

道
路
整
備
や
都
市
計
画
決
定
、農
地

転
用
等
に
係
る
行
政
権
限
の
移
譲
及
び

そ
れ
に
伴
う
税
財
源
の
配
分
に
つ
い
て
、

国
への
働
き
掛
け
を
強
化
す
る
こ
と

10
．地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た

連
携
新
規

　

平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
静

岡
市
第
３
次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
域
企

業
の
活
力
強
化
を
図
る
た
め
、当
会
議
所

と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と

11
．新
東
名
高
速
道
路
周
辺
地
域
の

利
活
用
の
推
進

12
．公
共
工
事・物
品
購
入
等
の

地
元
業
者
へ
の
発
注

13
．静
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

⑴
全
国
に
誇
れ
る
静
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
す
る
こ
と
。特
に
、平
成
27
年
に
は

徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百
年
が
あ
る
た

め
、今
後
は
家
康
公
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

⑵
静
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
を
発
信
す
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

⑶
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
各
種
展
示
会

へ
の
出
展
に
対
す
る
支
援
と
し
て「
大

規
模
展
示
会
出
展
等
支
援
事
業
補

助
金
」制
度
の
申
込
要
件
等
の
緩
和

（
補
助
率
ア
ッ
プ
等
）に
よ
り
、地
場
産

業
者
へ
の
積
極
的
な
利
活
用
を
促
進

す
る
こ
と

14
．も
の
づ
く
り
の
振
興

　

平
成
23
年
３
月
施
行
の
静
岡
市
も
の

づ
く
り
産
業
振
興
条
例
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と

15
．公
共
施
設
等
へ
の
木
材
利
用
促
進

16
．事
業
所
税
の
全
額
減
免

17
．地
元
企
業
の
節
電
対
策
へ
の
支
援
拡
充

と
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
確
立

18
．理
工
系
大
学
の
誘
致
及
び
市
内
既
存
大
学

に
お
け
る
工
学
部
新
設
の
推
進
新
規

19
．小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

平
成
26
年
度 

静
岡
市
行
政
施
策
へ
の
要
望

地
域
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

都
市
再
生
支
援

地
域
産
業
の
活
性
化
と

地
域
中
小
企
業
の
支
援



平成25年度 静岡市行政施策への要望

（
マ
ル
経
資
金
）

融
資
制
度
の
利
子
補
給
の
継
続
新
規

　
マ
ル
経
資
金
の
償
還
利
子
の
う
ち
、年
利

１
％
相
当
分
を
最
大
一
年
間
、市
が
補
給

す
る
利
子
補
給
制
度
を
継
続
す
る
こ
と

20
．江
川
町
交
差
点
及
び

中
町
交
差
点
の
早
期
平
面
横
断
化

21
．ま
ち
な
か
へ
の
駐
輪
場
ス
ペ
ー
ス
等
の

増
設

22
．「
三
保
の
松
原
」周
辺
地
域
の

整
備
促
進
新
規

　
「
三
保
の
松
原
」お
よ
び
周
辺
地
域
の

総
合
的
な
整
備
に
つ
い
て
、早
急
に
課
題

を
整
理
し
、官
民
が
一
体
と
な
っ
て
整
備

を
促
進
す
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と

23
．徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百
年
記
念
事
業
の

推
進

24
．有
度
山
周
辺
エ
リ
ア
お
よ
び

日
本
平
山
頂
部
の
早
期
整
備
促
進

25
．観
光
誘
客
の
促
進

⑴
久
能
山
東
照
宮
や
浅
間
神
社
、駿
府

城
公
園
な
ど
の
歴
史
資
産
と
、静
岡

市
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
代
表
的
な
”茶
“

　

を
活
用
し
、「
家
康
公
と
お
茶
の
ま

ち
」と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
計
画
を
作

成
す
る
こ
と

⑵
東
海
道
の
宿
場
跡
が
静
岡
市
内
に
は

６
宿
、静
岡
県
内
に
は
22
宿
あ
る
た

め
、そ
れ
ら
と
連
携
し
た
街
道
観
光

を
一
層
推
進
す
る
こ
と

⑶
観
光
客
の
情
報
発
信
や
市
内
周
遊
を

促
進
す
る
た
め
、市
の
主
導
の
も
と
官

民
連
携
し
て
市
内
の
観
光
施
設
や
主

要
施
設
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の

整
備
を
進
め
る
こ
と

26
．歴
史
文
化
施
設（
博
物
館
）の
早
期
建
設

　

徳
川
時
代
の
知
恵
や
歴
史
的
意
義
等

を
発
信
す
る
歴
史
文
化
施
設（
博
物
館
）

の
建
設
を
第
３
次
総
合
計
画
に
明
記
す

る
と
と
も
に
、建
設
を
前
提
と
し
て
優
秀

な
学
芸
員
の
確
保
に
着
手
す
る
こ
と
。そ

し
て
将
来
の
課
題
と
し
て
、市
民
の
協
力

の
も
と
、駿
府
城
天
守
閣
の
再
建
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
こ
と

27
．「
次
郎
長
生
家
の
存
続
と
次
郎
長
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進
新
規

28
．「
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会

２
０
１
５
in
し
ず
お
か
」へ
の

助
成
新
規

29
．駿
河
湾
地
域
循
環
型
社
会
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
促
進

30
．行
政
施
策
等
を
円
滑
に
遂
行
す
る

部
署
の
設
置

⑴
現
在
の
体
制
で
は
、当
市
の
主
要
産
業

で
あ
る
製
造
業
の
国
内
外
移
転
へ
の

対
応
な
ど
が
不
十
分
な
た
め
、製
造

業
を
全
般
的
に
所
管
す
る
部
署（
例
．

工
業
振
興
課
）を
設
置
す
る
こ
と

⑵
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
所
管
す
る
専
門
の

部
署
を
設
置
す
る
こ
と（
再
掲
項
目
）

商
業・ま
ち
づ
く
り
支
援

観
光
産
業
の
支
援

新
産
業
へ
の
支
援

そ
の
他

ふと見上げた空の青さ、木々の緑の鮮やかさ。

何気なく触れるスイッチで明るく照らされる部屋。

豊かな自然や電気のあるくらしが

ずっと続いていくようにと願っています。

私たち中部電力は、地球の一員として、

限りある資源を大切に、

電力の安定供給に努めていきます。

中部電力の環境への取り組みについては、ホームページをご覧ください。
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徳
川
み
ら
い
学
会
の
第
３
回
講
演
会

を
８
月
20
日
㈫
、静
岡
市
民
文
化
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。講
師
は
静
岡
大
学

名
誉
教
授
の
小
和
田
哲
男
氏
。家
康
公

が
何
を
学
び
、ど
の
よ
う
に
活
か
し
た
の

か
語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
『
武
辺
咄
聞
書
』に
家
康
公
は「
幼
少

よ
り
臨
済
寺
の
雪
斎
に
た
よ
り
兵
書
を

読
習
給
ふ
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。家
康

公
は
、８
歳
か
ら
雪
斎
が
亡
く
な
る
14

歳
の
時
ま
で
６
年
間
、雪
斎
に
教
え
を

受
け
、兵
法
書
を
も
と
に
、普
通
の
人
間

と
し
て
い
か
に
生
く
べ
き
か
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、上
に
立
つ
者
と
し
て
の
務

め
、国
を
い
か
に
治
め
て
い
く
か
、人
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
ど
う
い
う
資
質
が
必
要

か
、そ
う
い
う
と
こ
ろ
ま
で
習
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

家
康
公
は
大
御
所
と
し
て
駿
府
に

入
城
し
た
時
に「
駿
河
文
庫
」と
い
う

私
設
図
書
館
を
つ
く
り
ま
し
た
。和
書

は『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』『
延
喜

式
』、漢
籍
は『
貞
観
政
要
』『
周
易
』

『
論
語
』『
大
学
』『
史
記
』な
ど
１
，０
０

０
余
部
、約
１
万
冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま

し
た
。

　

源
氏
が
三
代
で
滅
び
た
後
、執
権
北

条
氏
が
編
纂
し
た
鎌
倉
幕
府
の
歴
史

『
吾
妻
鏡
』を
通
し
て
、家
康
公
は
、源

頼
朝
が
鎌
倉
に
武
家
政
権
を
樹
立
し

て
い
っ
た
歴
史
を
克
明
に
学
ぼ
う
と
し

ま
し
た
。

　

源
氏
と
平
氏
が
政
権
を
交
代
で
握

る「
源
平
交
代
思
想
」と
い
う
面
白
い
考

え
方
が
あ
り
、平
清
盛
か
ら
始
ま
り
、

次
に
源
頼
朝
、北
条
氏（
本
姓・平
氏
）、

足
利
尊
氏（
源
氏
）と
交
互
に
政
権
を

と
っ
て
い
ま
す
。次
の
織
田
信
長
は
本
来

の
姓
は
藤
原
氏
で
あ
り
な
が
ら
、途
中

か
ら
平
氏
を
名
乗
り
ま
す
。そ
の
後
を

狙
っ
て
い
た
家
康
公
も
同
様
に
、途
中
か

ら
源
氏
の
系
図
を
作
り
、源
氏
を
名
乗

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、

座
右
の
書
と
し
て『
吾
妻
鏡
』を
読
ん
で

い
た
と
思
い
ま
す
。

「
家
康
を
天
下
人
に
し
た
教
育
と
学
問
」

静
岡
大
学
名
誉
教
授　

小
和
田
哲
男
氏

徳
川
み
ら
い
学
会
第
３
回
講
演
会

幼
少
時
代

家
康
公
の
印
刷
事
業

前
車
の
覆
る
は
後
車
の
戒
め

座
右
の
書『
吾
妻
鏡
』

個人・法人会員を随時募集しています。皆さまのご入会をお待ちしております。
〈問い合わせ〉 徳川みらい学会事務局　〈ＴＥＬ〉 ２８４-９６６０　〈Ｈ　Ｐ〉　徳川みらい学会　検索

　
「
東
照
宮
御
実
紀
附
録
巻
二
十
二
」

に
よ
る
と
、家
康
公
は
伏
見
の
円
光
寺

に
木
版
活
字
を
作
ら
せ
て
、『
貞
観
政

要
』や『
孔
子
家
語
』を
印
刷
さ
せ
て
い

ま
す
。そ
の
後
、駿
府
に
お
い
て
銅
版
活

字
に
よ
る
印
刷
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

印
刷
事
業
に
本
格
的
に
力
を
入
れ
る

家
康
公
の
思
い
は
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
武

断
政
治
は
終
わ
り
、今
後
は
文
治
政
治

だ
と
い
う
宣
言
で
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。駿
府
で
は『
群
書
治
要
』と『
大

蔵
一
覧
』の
印
刷
を
手
掛
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
本
は
書
写
が
多
く
、読

む
人
が
限
ら
れ
て
い
る
上
に
、写
し
間

違
い
の
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。活
字

に
す
る
こ
と
で
か
な
り
の
部
数
が
で
き
、

多
く
の
人
に
読
ま
れ
ま
す
。『
太
閤
記
』

や『
南
総
里
見
八
犬
伝
』と
いっ
た
本
が

そ
の
後
出
版
さ
れ
、書
籍
文
化
が
我
が

国
の
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
き
ま
す

が
、そ
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
、こ
の
時

期
の
家
康
公
の
印
刷
事
業
で
あ
っ
た
と

言
え
ま
す
。

　
「
前
車
の
覆
る
は
後
車
の
戒
め
」は
、

戦
国
時
代
の
子
供
た
ち
が
勉
強
し
た

『
実
語
教
』や『
童
子
教
』と
い
う
本
に

出
て
く
る
言
葉
で
す
。家
康
公
は
、先

人
た
ち
が
ど
う
い
う
政
治
を
行
っ
た
か
、

そ
の
政
治
の
成
功
例・失
敗
例
を
教
育

や
本
で
学
び
、そ
れ
を
た
だ
学
ん
だ
の
で

は
な
く
、自
分
の
政
治
の
指
針
と
し
ま

し
た
。

　

家
康
公
を
天
下
人
に
し
た
教
育
と

学
問
と
い
う
も
の
を
、い
ま
一
度
私
た
ち

は
洗
い
直
し
、も
う
少
し
目
を
向
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。



〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～

コチラマデ

弥生13シリーズの初期設定や日常処理を主としたセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指導も行なっております。
お申し込み、お問い合わせは 当事務所 HP を御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方は是非ご受講ください。

“かんたん” “やさしい”  “いちばん売れている”　弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく

弥生＂13＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

TEL：054-277-2525
MAIL：info.haratax@gmail.co

～継続して繁栄する会社を目指す～

会社〈経営〉を会社《継栄》に
自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る

時間／9：30～18：30　　料金／31,500円（昼食代込み）
お申し込み・お問い合わせはお電話でお気軽にどうぞ。　電話：054-277-2525

【中期五ヵ年経営計画作成教室】　随時開催

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

10月16日㈬・11月18日㈪
日　程

10月16日㈬

11月18日㈪

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

土曜日企画＋お食事券付（￥1,000分）

12月23日・29日・30日 セルフ ￥9,500（3名～4名）
　　　　　　　キャディ付ラウンド＠￥11,000（4名）

セルフラウンド食事券付＠￥9,500（3名～4名）
 キャディ付ラウンド食事券付＠￥11,000（4名）

11月 2日・ 9日・16日・30日
12月 7日・14日・21日・28日

日・祝、特別企画＋お食事券付（￥1,000分）
11月 4日・23日・24日 セルフ ￥9,500（3名～4名）

詳細はフロントまでお電話ください。

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

10月16日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401
10月22日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482



オ ー プ ニ ン グ イ ベ ン ト

静岡商工会議所 商工振興課
（平日のみ）

》 お問合せ 》 HPイベント情報もご覧ください

後　援 静岡新聞社・静岡放送・テレビ静岡・静岡朝日テレビ・静岡第一テレビ・日本経済新聞社静岡支局・中日新聞東海本社・朝日新聞静岡総局・
毎日新聞静岡支局・読売新聞静岡支局・産経新聞社静岡支局・K-mix・76.9FM-Hi ！・マリンパル76.3　（順不同）

主　催 静岡商工会議所「駿府秋のわくわく祭実行委員会」 協力支援 静岡市・静岡市清水商工会・由比町商工会・蒲原商工会

特別協賛 （順不同）

C 戸塚恵子 C Atelier SANGO
イメージは、K-house 戸塚恵子氏のミニチュアハウスと、
Ateller SANGO 川内ゆうじ氏の人形とのコラボレーションによるものです。

10/12～14を中心に、次の商店街・大型店でお得な10/12～14を中心に、次の商店街・大型店でお得な
ワゴンセール・ワンコイン市が開催されます。ワゴンセール・ワンコイン市が開催されます。

ワゴンセール・ワンコイン市ワゴンセール・ワンコイン市ワゴンセール・ワンコイン市

静岡パルコ静岡パルコ
丸井静岡店丸井静岡店
伝馬町発展会伝馬町発展会
小鹿商店会小鹿商店会
清水銀座商店街清水銀座商店街

松坂屋静岡店松坂屋静岡店
かわにしかわにし
静岡浅間通り商店街静岡浅間通り商店街
片山商工会片山商工会
入江商店会入江商店会

パルシェパルシェ
静岡紺屋町名店街静岡紺屋町名店街
静岡市民会館通り商店会静岡市民会館通り商店会
大谷街道発展会大谷街道発展会

静岡パルコ
丸井静岡店
伝馬町発展会
小鹿商店会
清水銀座商店街

松坂屋静岡店
かわにし
静岡浅間通り商店街
片山商工会
入江商店会

パルシェ
静岡紺屋町名店街
静岡市民会館通り商店会
大谷街道発展会

10/12～14を中心に、次の商店街・大型店でお得な
ワゴンセール・ワンコイン市が開催されます。

わくわくリゾート賞

セットで200組 400名様

わくわく葵賞
50名様20組 40名様

わくわくギフト賞

21組 42名様

エスパルス賞 
100名様

わくわくグルメ賞

400名様

はごろもフーズ賞
50組 100名様

わくわくアート賞

100名様

日本平ホテル
ペア宿泊券

久能山東照宮社殿・博物館
日本平ロープウェイ

ペア拝観券＆往復乗車券

日専連ギフトカード
2,000円分

清水エスパルス ホーム戦
ペアチケット

　しずおか特選お土産セット

シーチキンフレーク
「一本釣り」3缶セット

静岡県立美術館
ペア入館券

　富士山はんかち

富士山世界遺産登録記念賞

静清信用金庫賞 3,000名様オリジナルクリアファイル しずおか信用金庫賞 1,500名様メモ帳

プチラッキー賞❶ 30,000名様ばんそうこう ポケットティッシュプチラッキー賞❷ 30,000名様

主 催 者 か ら 後 日 発 送 す る 賞 品

そ の 場 で お 渡 し す る 賞 品

11：00～19：00
10/5 土

わくわく祭参加商店街・大型店有志
が「イタリア」をモチーフにした屋台
ブースを出店します。併せて、オー
プニングセレモニーも開催します。

青 葉イベント広 場

葵スクエア
会 

場

秋のわくわくフェア

第22回　静岡市内の商店街・大型店がお届けする大商業祭

わくわく
富くじ
（くじが無くなり次第終了）

※配布基準は概ね1,000円で1枚が目安ですが、
　参加店によって異なります。

10/5　～20土 日10/5　～14土 祝

22回　静岡市内の商店街・大型店がお届けする大商業

わくわくわわ
じ富くじ富

※配布基 概ね1 000円で1枚が目安基準は 安ですすが

10/5/0/ ～～ 00200～土 日
土 祝

2013 駿府秋の

わくわく祭まつり
実施期間



業務災害補償プラン
本プランの特長
①労災の上乗せ補償で従業員の福利厚生の充実に対応
②労災賠償に備える「使用者賠償責任保険」を標準セット
③政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能
（注）政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任保険は労災給付決定後の支払になります）。
④契約は無記名式。短時間労働者やパート・アルバイトも包括補償。
⑤掛金は売上高と業種で算出。掛金は全額損金参入可能。
（注）政府労災保険に未加入の場合は、当商工会議所で加入手続きができます（労働保険事務組合事業として加入
手続きの代行業務を行っています）ので、ご相談ください。

日本商工会議所の中小企業PL保険制度
本プランの特長
①全国で約６万件の引受実績
②製造業だけではなく、販売業、飲食店、工事業、請負業等幅広い業種が加入対象！！
③リコール費用担保特約を付帯（任意加入）

詳細な補償内容については、各保険制度のパンフレット、または、損害保険会社の代理店等ご確認ください。

業務災害補償プラン

商工会議所のスケールメリットにより割安な保険料を実現！！

全国商工会議所会員向け保険制度のご案内

日本商工会議所の個人情報漏えい賠償責任保険制度
本プランの特長
①漏えいの時期を問わず補償
②幅広いリスクカバー
③「個人情報漏えい時の対応ガイド」の提供、「リスク診断サービス」（無料・任意）の提供
④商工会議所独自の補償として、法人情報拡張補償特約を付帯（任意加入）

休業補償プラン
本プランの特長
①最長1年間のサポート
　病気やケガで働けなくなった場合、1ヶ月あたりの平均所得額を限度にご加入の補償月額を最長1年間受け取れます。
②24時間いつでもサポート
　国内・海外・業務中・業務外を問わず補償されます。
③自宅療養中もサポート
　入院中はもちろん、自宅療養による休業も補償の対象となります。
　※医師により就業不能と診断された場合に限ります
④加入手続きは簡単
　加入時の医師の診査は、原則不要です。簡単な健康状態告知書をご提出いただきます。
※ご加入いただいた内容によっては、ご加入をお断りしたり、保険会社が提示するお引受条件によってご加入い
ただくことがあります。
⑤家事従事者も補償（入院時のみの補償となります  自宅療養は対象外です）
　日頃家事に従事されている配偶者の方もご加入いただけます。

◎お申込・お問合せは　静岡商工会議所　会員サービス課　☎054－253－5112



わが社自慢の商品・サービス

徳川家康公にちなんだ商品ご紹介
2015家康公四百年祭に向けて

久能山東照宮の国宝指定を記念
して造った日本酒です。720mlの
清酒タイプ、3種の異なるデザイン
のカップ酒タイプ、720mlの米焼酎
タイプと3種類で楽しむことができま
す。静岡県産米を100％使用し、す
っきりとした口当たりが特徴の日本
酒です。

無事長久
東照宮国宝記念酒

〒420-0923 静岡市葵区川合1-1-13
TEL 054-265-7210　FAX 054-267-2265
http://www.hananomai.co.jp/

花の舞酒造㈱静岡支店

無事長久 東照宮国宝記念
・純米酒：1,260円（税込）
・カップ：250円（税込）
・焼酎：1,260円（税込）

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町6-7
TEL 054-254-1681　FAX 054-254-8639
http://www.tamaruya.co.jp/

㈱田丸屋本店

徳川家康公が好んだ駿河の
食材「山葵」。当社と㈲秋月堂
の２社は、静岡を代表する山
葵を使って新しい土産品を開
発しました。それぞれの特長を
活かして作り上げた商品を、徳
川の埋蔵金伝説に見立てて
ひとつの玉手箱の中におさめ
ました。

家康秘宝伝説

2,520円（税込）

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町17-1
TEL 054-205-6111　FAX 054-205-6116
http://www.todabooks.co.jp

㈱戸田書店

久能山東照宮保管の世界的に希少・貴重な日本最古の西洋
時計について、落合偉
洲宮司が思いをつづっ
た書籍です。スペイン
国王から徳川家康公
に贈られた時計は、家
康公が愛用したとされ
ることから「家康公の時
計」と呼ばれています。

『家康公の時計 四百年を越えた奇跡』

1,680円（税込）

〒420-0867 静岡市葵区馬場町33
TEL＆FAX 054-252-0394
http://www2.wbs.ne.jp/̃uokane/

㈲うおかね

久能山東照宮監修のもと、家康公にちなんだ食材を使用して
作ったお弁当です。商品
名は東照宮の落合宮司
から命名いただきました。
家康公食材集が付録。
使用されている『家康公
狩場味噌』『富士山羊
羹』は単品でも販売中。
※3日前迄に要予約

家康公狩場弁当

1,260円（税込）
※季節によって内容の変更があります。

〒420-0007 静岡市葵区柳町95
TEL＆FAX 054-271-2480

しづはた焼窯元秋果陶房

江戸時代初期に太田七郎右衛門が徳川家康公より称号を与え
られたことがはじまりとさ
れている「賤機焼」。現
代では、青嶋家に引き
継がれ、代表的な作品
として「鬼福」をつくり続
けています。外面に鬼
の顔、内面には福の顔
が描かれています。

賤機焼 鬼福

鬼福 （小）3,150円（税込）
（中）5,040円（税込）
（大）10,500円（税込）

三和酒造㈱
〒424-0038 静岡市清水区西久保501-10
TEL 054-366-0839　FAX 054-366-0380
http://www.garyubai.com/

徳川家康公が清見寺で暮らしていた
際、庭に一枝の梅を接木したと伝えられ
ています。400年の月日を経て大木に成
長し、さながら龍が臥したようであり、臥
龍梅と呼ばれています。当社では天下
の美酒と謳われることを願って日本酒
「臥龍梅」と命名しました。

臥龍梅

〈右〉開壜十里香 純米大吟醸  愛山40％：７２０㎖ ３，５００円（税別） １．８ℓ ７，０００円（税別）
〈左〉純米吟醸  五百万石60％：７２０㎖ １，３００円（税別） １．８ℓ ２，６００円（税別）



祝！富士山世界遺産登録 富士山にちなんだ商品
わが社自慢の商品・サービス 紹介コーナー特別企画

〒424-0806 静岡市清水区辻4-8-20 
TEL 054-366-6395　FAX 054-363-1155
http://www.tokunagacoffee.com/

㈲トクナガコーヒー

富士山溶岩焙煎珈琲Ｎｏ．１〈静岡名物〉
おかげさまで創業64年コーヒー専門店。この度、富士山世界・
文化遺産を記念として、世界から厳選したコーヒー豆を富士山

の天然溶岩で
丹念に溶岩焙
煎しました。溶
岩焙煎でしか
味わえない「極
上珈琲」です。
静岡名物

〒420-0005 静岡市葵区北番町78-1
TEL 054-273-1125　FAX 054-273-0544
http://www.cantorii.co.jp/

㈲鳥居製缶

富士山缶
当社オリジナルの富士
山缶は「富士山」そのも
のを引き立てる三角形
のシルエット。スチール
（ブリキ缶）なので再利
用が可能です。お茶、お
菓子など中身はご自由
に、お土産品として利用
すればインパクト抜群な
富士山缶です。

500円（税込）

〒420-0034 静岡市葵区常磐町2-3-8 村上ビル2F
TEL＆FAX 054-252-6407
http://cd-graphica.com

㈲カクタスデザイン
〒421-1222 静岡市葵区産女1070-1
TEL 054-278-8344
http://fujinami-mokkoujho.com

㈲藤浪木工所

富士山（ふじやま）カトラリー
富士山をモチーフに
天然木を木工職人
が削りだし、デザイナ
ーとコラボして作られ
たデザート用の可愛
らしいスプーン、フォ
ーク、ナイフセットで
す。素材違いの3種
類を用意し、桐箱に
納めました。4,200円（税込）～

富士山（ふじやま）三色茶
清水・両河内産の煎
茶、焙じ茶、紅茶をオ
リジナルの3色のハ
ンカチでラッピング、
その見栄えは可愛ら
しい富士山、お土産
やプレゼントにピッタ
リ。本年度の世界緑
茶コンテストにおい
て「金賞」を授賞。2,940円（税込）

〒422-8058 静岡市駿河区中原713
TEL 054-281-9092　FAX 054-287-4556
http://www1.biz.biglobe.ocn.ne.jp

静パック㈲

「富士山」ドリップバッグ 緑茶、コーヒー
世界文化遺産の富
士山写真10種類をド
リップバッグの顔とし
て採用し、緑茶とコー
ヒーをご用意しました。
お土産やギフト、ノベ
ルティーとしてもご活
用頂けます。又、原料
ご支給による加工も
お受けしております。750円（税込）

24年産価格 2,230円（税込）

御殿場コシヒカリ
富士山バージョン

富士山の山麓に広がる御
殿場では、豊かな水と寒暖
差の大きな気候を利用し
て、旨みのある米が育ちま
す。その御殿場で育ったコ
シヒカリを、富士山の標高と
同じ３７７６グラムの特別パ
ッケージで発売いたします。

〒422-8065 静岡市駿河区宮本町4-5
TEL 054-285-6271　FAX 054-284-2957
http://www.okomenomiura.com/

お米のみうら（㈲三浦商店）



ふすま・障子張り替えセール
ご注文・お問い合わせはお電話1本で！こちらから取りに行き、
出来上がりましたらお届けいたします。見積り無料。また引き取

り・配送の費用も無料です。１枚から
承っていま
すので、お気
軽にお問合
せください。

普通サイズ ふすま1枚3,500円（税込）～
障子1枚2,500円（税込）～

〒422-8021 静岡市駿河区小鹿1-24-28
TEL＆FAX 054-285-4706
http://livinghada.eshizuoka.jp/

リビング羽田

バンビスタンプは第二の通貨
お買い物は小鹿商店街へ！毎日のお買物で、当商店会独自
のバンビスタンプをお集め下さい。小さなスタンプで大きなお楽

しみ…。加盟店
19店舗で100
円お買上げごと
に1枚差し上げ
ます。台紙1冊で
500円のお買い
物ができます。

〒422-8021 静岡市駿河区小鹿1-24-28
TEL 054-285-4706
http://www2.wbs.ne.jp/̃ichino/

小鹿商店会

わが社自慢の商品・サービス小鹿商店会
商品・サービス 紹介コーナー

〒422-8021 静岡市駿河区小鹿1-28-1
TEL＆FAX 054-281-2818
http://nikunoichino.jimdo.com/

肉のいちの

〒422-8021 静岡市駿河区小鹿1-24-26
TEL 054-285-2935

フレッシュヤオシュウ（㈲八百周青果）
〒422-8021 静岡市駿河区小鹿2丁目28-9
TEL 054-285-2762

牧野クリーニング店

一点一着ていねいな手仕上げ
駿河区小鹿の安心手仕上げのクリーニング店です。お預かり
する衣類は一点一着入念に洗濯して全品手仕上げで行いま

す。クリーニング
師のいる個人
店しか出せない
仕上りに、きっと
ご満足いただけ
ます。無料配送
サービスやって
います。

お肉のことなら
何でも「いちの」

国産牛カルビや豚バラなどの
「精肉」や、パン粉がついて調
理が簡単な「生フライ」、日々
の食卓の添え物として便利な
「サラダ」や「総菜」など多数揃
えています。バーベキューのご
注文もいかがですか。雨天キャ
ンセル対応いたします。

野菜、
配達します。

青果専門店ならではの品
揃え、いつでも新鮮な青果
をお届け致します。飲食店
のお客様への配達、野菜・
くだものの仕入れに関する
ことなどお気軽にご相談くだ
さい。配達は主に駿河区を
やっています。

焼豚100ｇ 350円（税込）

〒422-8021 静岡市駿河区小鹿1-34-18
TEL 054-285-8653　FAX 054-285-8654

㈲オシカ商店

リーズナブルな価格で
良質品を提供できるお店

店主自ら地元を中心に生産者を訪れ
厳選した酒類・食品を、多数取り揃えて
います。最近では番外落札特別囲い酒
として、「天虹」超辛口+12原酒を置い
ています。またワインでは勝沼のルバイ
ヤート2013年新酒も数量限定で予約
販売しています。

「天虹」限定流通酒 2,600円（税込）
ルバイヤート新酒（無ろ過・生タイプ） 1,365円（税込）



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒420-0803 静岡市葵区千代田7-1-47
TEL 054-267-3008
http://www.gasho-an.com/

雅正庵 千代田本店（㈱小柳津清一商店）

〒410-3514 賀茂郡西伊豆町仁科2145
TEL 0558-52-0346　FAX 0558-52-0434
http://ac-sanshiro.com

堂ヶ島アクーユ三四郎（㈱三四郎）

西伊豆堂ヶ島の絶景で心癒しませんか？
堂ヶ島温泉の中でも駿河湾を臨む高台に立ち、全室がオーシ

ャンビューで目の
前に三四郎島、
潮が引くと道がで
きる「トンボロ現
象」を一望でき、エ
メラルドグリーンの
海と四季を通し水
平線に沈む夕陽
に心癒されます。

雅正庵が作るこだわり抹茶パスタランチ
デュラムセモリナ粉と静岡県産の抹茶と水だけで作った本格

的な自家製パスタ
は、とても色鮮やか
でモチモチとした
食感が自慢です。
秋におススメのた
らこクリームパスタ
をゆったりとくつろ
げる空間で是非お
試し下さい。

〒420-0035 静岡市葵区七間町8-2
TEL 054-269-5120
http://homepage3.nifty.com/tsunekikyouzai/

常木教材㈱

〒420-0961 静岡市葵区北140
TEL＆FAX 054-209-2123
http://claphaircreation.com/

CLAP ～HAIR CREATION～

リピート率の高い郊外型の美容室
アットホームで温かい空間づくりを目標に、お客様の髪と頭皮
の健康を第一に考えた提案をさせて頂いています。スタッフ一

同笑顔でお待
ちしています。
ただ今、新規
のお客様全メ
ニュー5 0％
OFFキャンペ
ーン実施中！！

木の香り・ぬくもりがあふれるお店
平成28年4月までの期間限定で、コンテナショップ「Woody 
JOE＆木のお店・常木」を七間町にオープン。木の素材や木の
おもちゃ、木製模型など多数揃えています。木の香り・ぬくもり
を感じにご来店下さい。水曜定休：19時迄

たらこクリームパスタ 800円（税込）
※9月13日～11月30日までの限定販売

〒424-0846 静岡市清水区木の下町111
TEL 054-368-4461　FAX 054-368-4481

清水元気倶楽部事務局（佐野印刷㈱）

三保松原が世界文
化遺産に登録され
誕生した塩のど飴

お土産品としても手軽な塩
のど飴（駿河湾のあらしお使
用）三保の農産物もひと味
加えた商品が新発売いたし
ました。暑さ対策はもちろん、
喉にやさしく、ポケットサイズ
ですのでお気軽に低価格に
て御利用頂けます。

〒420-0042 静岡市葵区駒形通1-2-7
TEL＆FAX 054-252-9922

浦田宝扇堂版画舗

祝 富士山三保松原
世界文化遺産登録

駿府の「版隈」さんと東西の浮
世絵師から親しまれてきました。
版画師浦田周社はその伝統的
技法による現代木版画を創
作、他にも大観・春草・深水・岡
本太郎など貴重な木版画を展
示しております。どうぞ、散策の
折お気軽にお立ち寄り下さい。

木版画「三保の松原」1991年
タテ480㎜×ヨコ345mm

かねたか



会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

〒424-0206 静岡市清水区興津清見寺町1375-16
TEL 054-369-6666　FAX 054-369-5300
http://www.shimizufaz.co.jp

清水港振興㈱

第13回 清水港興津フェア
清水港のイベントです。
輸入ワイン、佐久のリン
ゴ、甲州ワイン・ぶどうの
販売や、手もみ茶・あめ
細工の実演販売も。韓
国屋台グルメ・キムチ漬
け体験、プロの大道芸
やラッパーによるライブ
ショーもお楽しみ頂けま
す。

〒421-0113 静岡市駿河区下川原4丁目6-9
TEL 054-204-9088　FAX 054-204-9077
http://www.sharoushi-aoba.com/

青葉社会保険労務士事務所

労働トラブル発生防止のお手伝い
増加する労働トラブル防
止の為に、事業所労働時
間の設定、入社時の雇用
契約書（労働条件通知
書）作成、就業規則作成
やメンタへルス不調者が
発生した場合の対応策等
もご提案しております。

新入社員・管理職・女性活躍推進の研修コンサル
個人と組織の成長をお
手伝いします。階層別
研修。女性活躍推進を
はじめとするダイバーシ
ティ推進のための、研
修やコンサルティングな
ど行っています。お客様
の課題解決を、さまざま
なアプローチでご支援
しています。

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-12-8
TEL 054-273-5610　FAX 054-254-1278
http://www.takagamine.co.jp

和匠館 鷹ヶ峰（㈱静岡巧芸）

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町11-1浮月ビル5F
TEL 054-252-8820　FAX 054-270-6520
http://www.uruoiplus.jp

㈱るるキャリア

〒420-0882 静岡市葵区安東3-9-208 柳亭楽輔静岡後援会
TEL＆FAX 054-248-6600
http://www.rakusuke-reika.com

柳亭楽輔（落語家）

会議所会員限定：
当日2,500円を2,000円（税込）

江戸情緒・
柳亭楽輔落語会

笑★静岡市出身落語家
「柳亭楽輔」本格寄席仕立
落語会■10月12日㈯18
時開場18時半開演■あざ
れあ6階大ホール■鏡味味
千代／柳家小蝠／滝川鯉
津■当日でも会議所会員
の方２千円■連絡先：じゅ
げむ２５２-０４３４

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町17-1 葵タワー15階 結婚情報センター内
TEL 054-653-5350　FAX 054-653-5355
http://yaizu.doxin.jp/

魚がしコン実行委員会（㈱結婚情報センター）

『10月27日焼津魚がしコン』開催決定！
焼津駅周辺の飲食店にて100対100の大規模合コンを開

催。（飲み放題
食事付）飲食店
をはしごしながら
たくさんの出逢い
を楽しもう！参加
は独身の20歳
以上同性２人組
にて。詳細はHP
にて要チェック★男性：7,000円・女性：3,500円

世界に誇る
日本のきもの
限りない美を求めてより美し
く着こなしたい。和匠館 鷹
ヶ峰では初心者でも楽しく
学べる、きもの着付け教室
の生徒を募集しています。
詳細はお電話もしくは店頭
までご来店下さい。
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㈱田丸屋本店　総務部経理課
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桑原仁見さん

　

約
１
４
０
年
前
の
明
治
８
年
に
初
代
望
月
寅

吉
が
創
業
し
て
、明
治
23
年
に
は
静
岡
駅
の
駅

弁
に
わ
さ
び
漬
を
提
供
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。以
来
、当
社
の
わ
さ
び
漬
は
全
国
で
静
岡
の

お
土
産
品
と
し
て
ご
好
評
頂
く
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。最
近
で
は
静
岡
商
工
会
議
所
と
連
携
し

て
、「
家
康
秘
宝
伝
説
」と
い
う
新
し
い
土
産
品

を
開
発
し
ま
し
た
。わ
さ
び
関
連
の
商
品
を
多

数
揃
え
て
い
る
中
で
、お
気
に
入
り
は『
わ
さ
び

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
』。ア
ク
セ
ン
ト
の
き
い
た
サ
ラ
ダ

を
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
が
好
き
で
、仕
事
が

休
み
の
日
は
山
梨
や
伊
豆
方
面
に
出
て
日
帰
り

温
泉
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、サ
ッ
カ
ー
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
も
よ
く
行

き
、西
へ
東
へ
車
を
走
ら
せ
休
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

鍼
灸
・マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
な
っ
て
25
年
。鍼
灸
接

骨
院
、整
形
外
科
、内
科
と
臨
床
を
経
て
独
立

し
て
10
年
を
迎
え
ま
す
。〝
ハ
リ
は
痛
い
、お
灸
は

熱
い
〞と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、実
際
は

想
像
以
下
の
刺
激
で
、痛
み
か
ら
解
放
す
る
事

が
出
来
ま
す
。最
近
で
は
、美
容
鍼
も
普
及
し
て

く
る
ほ
ど
、東
洋
医
学
は
健
康
と
美
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

他
県
の
友
人
か
ら
、静
岡
は
富
士
山
が
近
い

か
ら
冬
は
寒
く
な
い
？
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

一
年
を
通
じ
温
暖
で
安
定
し
た
気
候
で
す
。そ

し
て
、温
厚
な
県
民
性
を
感
じ
ま
す
。高
齢
化

の
今
、様
々
な
ニ
ー
ズ
の
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
増
え
て
い
ま
す
が
、そ
こ
へ
集
う
こ
と
を
嫌
が

る
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。人
と
人
が
集

ま
れ
ば
会
話
が
生
ま
れ
、笑
顔
が
生
ま
れ
、イ
コ

ー
ル
健
康
に
も
繋
が
り
ま
す
。そ
ん
な
環
境
作
り

の
充
実
を
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
た
い
で
す
。

はり灸・アロマ治療院 天河水　院長
静岡商工会議所青年部 平成25年度 交流委員会 副委員長

星座 ： おうし座  血液型 ： B型  趣味 ： 切手・絵ハガキ収集
TEL ： 054-335-8555

伊藤由香さん

てん かの みず

人
と
人
が
集
ま
れ
ば

会
話
が
生
ま
れ
、

笑
顔
が
生
ま
れ
る

静
岡
み
や
げ
と
し
て

わ
さ
び
関
連
商
品
を

揃
え
て
い
ま
す

安心・便利な地域密着型！　新鮮なままお届けします！

ネットスーパー
配達エリア

葵区・駿河区・清水区
藤枝市・焼津市

入会金
年会費無料

1回のお買上げ金額の合計が
4,000円以上で

4,000円以下の場合は1回につき300円（税込）かかります
配達送料無料 ※「しずてつストアネットスーパー」のご利用にはパソコンでのインターネット環境が必要となります。

ネットスーパー専用ホームページ
http://netsuper.s-store.co.jp

しずてつネットスーパー 検索



※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

67
カ
国
が
出
資
す
る
国
際
開
発
銀
行
。「
貧
困
の

撲
滅
」を
最
終
目
標
と
し
、ア
ジ
ア
の
発
展
途
上

国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
経
済
制
度・環
境
問
題
の

改
善
な
ど
に
資
金
を
融
資
し
て
い
る
。研
究
所

（
東
京
）は
そ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。「
途
上
国
の
経

済
発
展
に
役
立
つ
た
め
の
各
国
の
現
状
分
析
、政

策
課
題
を
リ
サ
ー
チ
し
、改
革
に
必
要
な
政
策
提

言
を
し
て
い
く
の
が
基
本
的
な
仕
事
だ
」。

　

研
究
所
は
２
０
１
３
年
、公
的
機
関
が
支
援
す

る
世
界
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
中
で
６
位（
12
年
10

位
）に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。「
ど
う
い
う
政
策
の
下
で

　
「
真
面
目
な
性
格
の
人
」と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ

た
り
の
人
だ
。財
務
省
副
財
務
官
の
時
の
上
司
が

現
在
の
黒
田
東
彦
日
銀
総
裁
。当
時
か
ら
黒
田

氏
同
様
、切
れ
者
と
し
て
知
ら
れ
た
。国
際
経

済
、金
融・財
務
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
高
官
は
じ
め
、ア
ジ
ア
各
国
の
財
務

金
融
当
局
ト
ッ
プ
と
も
会
談
す
る
な
ど
幅
広
く

活
躍
し
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
開
発
銀
行（
Ａ
Ｄ
Ｂ
、本
部・マ
ニ
ラ
）は
、

経
済
発
展
、イ
ン
フ
ラ
開
発
を
支
え
て
い
く
べ
き

か
、特
に
中
国
、イ
ン
ド
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
焦
点
を

あ
て
ア
ジ
ア
各
国
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
、政
策

を
し
っ
か
り
分
析
し
て
い
る
。そ
う
し
た
点
も
評

価
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」と
河
合
さ
ん
。

　

静
岡
市
の
魅
力
と
言
え
ば
、気
候
温
暖
、住
み

や
す
い
、な
ど
が
決
ま
り
文
句
だ
。だ
が
、埋
も
れ

た「
魅
力
」が
あ
る
。河
合
さ
ん
は
東
海
道
五
十
三

次
の
宿
場
の
数
を
挙
げ
る
。「
全
体
の
４
割
、22

宿
が
静
岡
県
に
あ
り
、そ
の
う
ち
６
宿
が
静
岡
市

に
あ
る
。こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
だ
」。

　

市
内
に
は
両
替
町
、伝
馬
町
、呉
服
町
と
い
っ

た
城
下
町
の
町
名
も
残
る
。富
士
山
も
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。「（
旧
宿
場
を
含
め
）静

岡
市
だ
け
で
売
り
出
す
の
で
は
な
く
、周
辺
自
治

体
や
県
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
の
よ
さ
を

も
っ
と
創
り
出
せ
る
は
ず
だ
」と
提
案
す
る
。

　

知
名
度
が
上
が
れ
ば
、海
外
か
ら
の
観
光
客
増

も
期
待
で
き
る
。「
中
国
の
人
は
温
泉
に
関
心
が

あ
る
。み
か
ん
狩
り
と
の
セ
ッ
ト
な
ど
、ア
ジ
ア
の

観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
が
重
要
だ
。静
岡
空

港
な
ど
を
活
用
し
た
広
域
観
光
や
、広
域
連
携

に
さ
ら
に
力
を
入
れ
、ア
ジ
ア
の
中
小
企
業
同
士

の
交
流
も
深
め
て
ほ
し
い
」。

　

防
災
対
策
の
重
要
性
も
指
摘
す
る
。「
万
が一

の
場
合
で
も
安
全
、安
心
し
て
宿
泊
、或
い
は
避

難
で
き
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
示
す
。安
全
だ
と
い

う
Ｐ
Ｒ
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
る
」。観
光
誘
致
の

基
本
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い一
言
だ
。

岡山県生まれ。小学校（低学年）、中学校、高校を静岡市で過ごす。1971年、
東京大学経済学部卒業。78年、米スタンフォード大学経済学Ph．D．取得、
米ジョンズホプキンス大学准教授、東京大学教授を歴任。この間、世界銀行
東アジア局チーフエコノミスト、財務省副財務官・同財務総合政策研究所
長を務め、アジア開発銀行総裁特別顧問を経て2007年、現職に就任。
東京大学名誉教授。国際経済・通貨・金融、アジア地域経済統合などに関
する著書多数。主な編著書に「国際金融論」（東京大学出版会）、「アジアの金
融・資本市場―自由化と相互依存」（日本経済新聞社）など。65歳。

「広域連携」で
魅力創出を
河合正弘さん

アジア開発銀行研究所　所長

世
界
的
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク

注
目
し
た
い
宿
場
の
数

経 歴

Masahiro Kawai

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
提
供
：
Ａ
Ｄ
Ｂ
）



　
「
文
次
亭
」は
静
岡
駅
南
口
に
近
い
馬
渕
の

住
宅
街
に
あ
り
ま
す
。齋
藤
雄
一
郎
さ
ん
は
、

少
年
の
頃
に
美
味
し
い
料
理
を
食
べ
た
感
動
が

忘
れ
ら
れ
ず
、京
懐
石
料
理
店
で
修
業
す
る
う

ち
に
、ま
す
ま
す
日
本
料
理
の
魅
力
に
引
き
こ

ま
れ
、２
０
１
３
年
４
月
、念
願
の
店
を
開
店
。

　

古
民
家
を
意
識
し
た
シ
ン
プ
ル
な
造
り
で
、

座
敷
は
掘
り
ご
た
つ
式
。く
つ
ろ
げ
ま
す
。

　

そ
の
日
の
市
場
で
仕
入
れ
た
静
岡
の
新
鮮
な

食
材
を
使
っ
た
季
節
感
あ
ふ
れ
る
華
や
か
な
料

理
は
、齋
藤
さ
ん
が
産
地
を
ま
わ
っ
て
買
い
集
め

た
器
に
盛
り
付
け
ら
れ
、輝
き
を
増
し
ま
す
。

　

今
日
の
料
理
は
、９
月
〜
10
月
の「
昼
席
」。

先
付
け
は
、つ
ぶ
貝
う
ま
煮・キ
ノ
コ
と
春
菊
の

胡
麻
和
え・柿
小
鯛
。お
椀
は
、秋
野
菜
の
飛
龍

頭
。お
造
り
は
、ヒ
ラ
メ・太
刀
魚・甘
エ
ビ
。揚

げ
物
は
、鱧
と
舞
茸
の
天
ぷ
ら
。預
け
鉢
は
、丸

な
す・も
み
じ
麸・チ
ン
ゲ
ン
菜・里
芋
の
炊
き
合

わ
せ
。

　

お
食
事
は
、秋
鮭
と
む
か
ご
の
炊
き
込
み
ご

は
ん
。土
鍋
で
炊
い
た
ご
は
ん
を
、店
主
が
お
客

様
の
前
に
運
ん
で
蓋
を
開
け
、美
味
し
い
香
り

と
と
も
に
取
り
分
け
、炊
き
た
て
を
食
べ
て
い

た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
が
好
評
で
す
。

　

焼
物
は
、鰆
の
味
噌
幽
庵
焼
き
。甘
味
は
、

ラ・フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ポ
ー
ト・い
ち
じ
く
の
シ
ャ
ー

ベッ
ト
。ド
リ
ン
ク
の
値
段
も
抑
え
、自
家
製
ジ

ン
ジ
ャ
エ
ー
ル
も
好
評
で
す
。夜
も
、お
酒
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

献
立
は
毎
月
変
え
て
、そ
の
月
に
季
節
感
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ひ
と
月
に
何
度
も

来
店
さ
れ
る
常
連
さ
ん
に
は
、そ
の
都
度
、別
の

料
理
を
お
出
し
し
て
い
る
と
の
こ
と
。次
回
は

ど
ん
な
料
理
が
出
る
の
か
、楽
し
み
で
す
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

昼：3,150円～。夜：旬懐石5,250円。
特懐石7,350円。ご法事・慶事5,250
円・6,300円・7,350円。（税込）
要予約。
昼：11時30分～14時。
夜：17時30分～22時。水曜定休。
カウンター３席。個室３室。宴会20名。
駐車場2台。
静岡市駿河区馬渕２丁目6-6-1
TEL ０５４‐284-5050

住少忘ちま座食理た先胡頭げ

昼席：みそ汁。秋鮭とむかごの炊き込みごはん、秋野菜の飛龍頭、お新香、鰆の味噌幽庵焼き、丸なす・もみじ麸・チンゲン菜・里芋の炊き合わせ、ラ・フランスのコンポート・
いちじくのシャーベット、ヒラメ・太刀魚・甘エビのお造り、鱧と舞茸の天ぷら、つぶ貝うま煮・キノコと春菊の胡麻和え・柿小鯛。3,150 円。

JR静岡駅

ヤマダ電機ヤマダ電機ヤマダ電機 南幹線南幹線南幹線

労政会館

第一ホテル第一ホテル第一ホテル

サンパレスホテルサンパレスホテルサンパレスホテル

ローソンローソンローソン

井口靴店井口靴店井口靴店

北島歯科医院北島歯科医院北島歯科医院

大
浜
街
道

大
浜
街
道

大
浜
街
道

石
田
街
道

石
田
街
道

石
田
街
道

パルシェ
商工会議所

あざれあ

店主 齋藤雄一郎さん

規世さん



認定支援機関認定支援機関
（弁護士、税理士、中小企業診断士）（弁護士、税理士、中小企業診断士）

認定支援機関
（弁護士、税理士、中小企業診断士）

金融機関金融機関金融機関

経営改善支援センター経営改善支援センター
（静岡商工会議所）（静岡商工会議所）

経営改善支援センター
（静岡商工会議所） 中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者

利用申請から支払決定までの流れ利用申請から支払決定までの流れ

事業の流れ事業の流れ

静岡県経営改善支援センター〔静岡商工会議所内〕 静岡市葵区黒金町20-8　☎054-275-1880

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は、一定の要件の下、認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し、中小企業・小規模事業者が認定支援機関に
対し負担する経営改善計画策定支援に要する計画策定費用及びフォローアップ費用の総額について、経営改善支援
センターが、3分の2（上限200万円）を負担するものです。

●費用の
1/3を
負担

●計画策定支援
●金融支援協議
 サポート
●フォローアップ
●デューデリジェンス
（資産査定）

支援の申込み・策定支援

対象となる事業者

●中小企業・小規模事業者と本事業に係る認定支援機関は、連名で、経営改善支援センターに対し経営改善計画の策定を申込みます。
●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者に対して経営改善計画の策定支援を実施します。

策定計画の提出・確認

●認定支援機関は、関係金融機関が合意した経営改善計画・金融支援等を経営改善支援センターに提出します。
●経営改善支援センターは、認定支援機関から提出された計画を確認し、費用の2/3を支出します。

フォローアップ

●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者の計画達成状況について定期的なモニタリングを行い、その結果を経営改善支援センターに
報告します。（フォローアップ費用も支援対象）

金融支援等の協議

●認定支援機関のサポートを受けて、中小企業・小規模事業者は、策定した経営改善計画に基づく金融支援について、金融機関と協議します。

静岡県経営改善支援センター

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は 一定の要件の下 認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し 中小企業・小規模事業者が認定支援機関に

静岡県経営改善支援センター

経営計画策定費用及び経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額フォローアップ費用総額の　 負担負担23

経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額の　 負担23

お問い合わせ先

認定支援
機関と連名
で申込み

支援決定

金融支援等
に関する協議

事業内容や財務状況など、
経営上の課題を抱え、金融
支援等を必要としている
中小企業・小規模事業者

費
用
の　

を
支
援

2/3
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info@
shizuoka-cci.or.jp

静岡商工会議所 静岡県地域ジョブ・カードセンター
TEL 054-353-3407（直通）／TEL 054-353-3401（代表）
FAX 054-353-3443
〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17

お問い合わせは


